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概 要 
平成 20 年度は獣医科学部として急な対応を必要とする

ような突発的な感染症の発生は認められず、比較的落ち

着いた環境で研究業務等に集中できたと思われる。獣医

科学部が動物由来感染症に関する研究に特化することで

新たにスタートを切って以来努力を続けてきた外部との

協力関係の構築もスムーズに進んできている。なかでも

衛生微生物技術協議会のレファレンスセンターのなかに

人獣共通感染症レファレンスセンターが設立されたこと

の意義は大きい。また、感染研と海外研究機関の連携が

進み、ソウルで開催された日・中・韓シンポジウムにお

いても人獣共通感染症を話題の一部として取り上げてい

ただき、One Health の考えのもとさまざまな機関の連

携について議論を深めることができた。またベトナム衛

生疫学研究所とも同様の枠組みの中で共同研究をすすめ

ることが合意され、共同研究がスタートした。また、厚

生労働科研費（研究代表者：渡邊副所長）の補助により

中国、フィリピンとも共同研究が進められている。一方、

岐阜大学連合獣医学研究科との連携機関であることから

モンゴル出身の留学生を受け入れたことがきっかけで、

モンゴルとの協力関係も深まり、モンゴル国立感染症疫

学センターと獣医科学部の間で共同研究に関する覚書が

交わされた。これら以外にも活発な所内の各研究部や外

部の様々な研究機関とも分野ごとに共同研究がすすめら

れた。このように国内外の研究機関との協力関係が深ま

ったことにより、人獣共通感染症の理解と制御に欠かせ

ない One Health コンセプトを実現してゆく上で重要な

一歩を進めることができたと考えられる。 
 

 

業 績 

調査・研究 

I．動物由来感染症に関する研究 

１．Brucella 特異的抗体検出法の開発に関する研究 

試験管内凝集反応（TAT）に代わる抗体検出法として、

マイクロプレート凝集反応（MAT）を開発し、その有用

性を示した。さらに、不活化菌体または熱水抽出物（HSE）

を抗原とした ELISA および、市販の免疫クロマト法（IC）

KIT を入手し検討した。その結果、MAT と TAT では、

結果に良好な相関が見られ、感度は MAT の方が良かっ

た。IC Kit は MAT と同等の感度と特異性を示した。ELISA

は相関がやや劣っていたが、スクリーニングには使用可

能であった。ELISA 法及び in-house の免疫クロマト法に

用いる組換えタンパクの作成を行い、検証を進めている。

[木村昌伸、鈴木道雄、今岡浩一] 

 

２．Brucella canis 感染症例とその背景、事後対応 

イヌ繁殖業者 2 名が B. canis に感染・発症したことを

受けて、その背景の解析と事後対応への協力を行った。

繁殖施設のイヌ、患者及び関係者の抗体検査、遺伝子検

出、菌分離などを行った。また、発症の 8 ヶ月前にさか

のぼり、すでに販売されていた抗体陽性犬の産仔の追跡

調査を行った。患者からは B. canis が分離された。施設

のイヌは 37 頭のうち、10 頭が抗体陽性、9 頭から PCR

陽性、また 6 頭の血液から B. canis が分離された。抗体

陽性犬から死産した仔犬を処理したことが、感染原因と

推定された。患者家族、病院検査室職員、獣医師は陰性

であった。厚生労働省より、各自治体、日本獣医師会等、

関係機関に注意喚起が行われた。国内の犬繁殖施設等で

は B. canis 感染流行がしばしば報告されており、また、

国内のイヌの 2～5％が B. canis に感染歴を持っている。

犬取扱業者や一般飼育者に対して予防に関する指導が必

要である。[今岡浩一、木村昌伸、鈴木道雄（感染研・獣

医科学部）、野村篤史、志水英明（中部労災病院・腎臓内

科）今西一（中部労災病院・感染管理室）] 

 

３．国内野生イノシシ・シカにおける抗 Brucella 抗体

の保有状況に関する研究 

昨年度に続き、国内の野生イノシシおよびシカの血液

サンプルを入手し、ブルセラ属菌に対する抗体の保有状

況を検討した。家畜ブルセラ菌に対する抗体は昨年度と

同様検出されなかった。しかしながら、イヌブルセラ菌

に対する抗体を検討したところ、溶血の影響を除外して

も、2008-9 年シーズンのサンプルで 4/77 のイノシシ及び

1/52 のシカで凝集が認められた。イヌブルセラ菌は国内

に定着しているが、今回、イノシシ及びシカで陽性反応
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が見られたことについては、非特異的反応や他の細菌と

の交差反応の可能性など、さらに詳細に検討していく必

要がある。[今岡浩一、木村昌伸、鈴木道雄、山田章雄] 

 

４．カプノサイトファーガ属菌およびパスツレラ属菌に

関する疫学的調査・研究 

カプノサイトファーガ属菌はイヌやネコの口腔内に常

在するグラム陰性桿菌であり、ヒトがイヌやネコに咬傷、

掻傷を受けた際に傷口から感染することなどによって

種々の症状を呈し、発症した場合の死亡率は 30％程度と

比較的高い。これまでに、日本国内のイヌ・ネコともに

90％以上の高率でカプノサイトファーガ属菌を保有して

いることを明らかにしてきた。本年度は臨床症例の調査

に努めるとともに、収集した臨床分離株について、イヌ・

ネコからの分離株と合わせて薬剤感受性試験を行った。

C. canimorsus はアミノグリコシド系に対しては概ね耐性

（あるいは中間）で、クリンダマイシンやエリスロマイ

シンに対しても耐性（あるいは中間）株があった。クロ

ラムフェニコールやセフォタキシムは C. canimorsus お

よび P. multocida ともにほぼすべての株が感受性であっ

た。以上のことから、β ラクタマーゼ産生の影響を受け

にくい β ラクタム系の抗生物質およびテトラサイクリン

系、セフェム系の抗生物質がイヌ・ネコ咬傷感染症の治

療に有効である事を明らかにした。 

今後も継続して、各症例における特徴的な所見など情

報の収集と、得られた菌株の解析、カプノサイトファー

ガ属菌の感染・発症メカニズムについて解明してくこと

も重要である。[鈴木道雄、木村昌伸、山田章雄、今岡浩

一] 

５．狂犬病に関する研究 

（１）狂犬病の診断技術向上のための解剖手技習得モデ

ル・教材の開発に関する研究 

狂犬病は現在国内で発生していないが、海外からの侵

入が憂慮される動物由来感染症であることから国内に侵

入した感染動物を早期に察知するためには診断技術向上

に有効な実習用モデル・教育訓練教材等が必要不可欠で

ある。狂犬病の診断技術向上のために必要な解剖手技習

得モデル・教材として（１）解剖手順習得モデル、（２）

実技取得モデル、（３）脳モデルのプロトタイプを作成し、

自治体関係機関の現場担当者等とともに教材として実際

的な使用を行うために必要な改良点や課題点について検

討を行った。[井上 智、野口 章、加来義浩、奥谷晶子、

山田章雄（獣医科学部）、千葉 操、志村 薫（アペック

スバイオサイエンス研究所）、川田 睦、王寺 隆（ネオ・

ベッツ VR センター）、織間博光、長谷川大輔（日本獣医

生命科学大学）、佐藤 克（狂犬病臨床研究会）、宗村佳

子（東京都動物愛護相談センター）、沼田一三、川島 朗、

神田 郁、齋藤竜彦（兵庫県動物愛護センター）、西條和

芳（徳島県保健福祉部生活衛生課）、矢野さやか（徳島県

徳島保健所）、堀元栄詞（富山県衛生研究所）、小川知子

（千葉県衛生研究所）、明石 誠（千葉県動物愛護センタ

ー）、木山真大（鳥取県生活環境部公園自然課）、川瀬 遵

（島根県健康福祉部）、松本尚美（鳥取県衛生環境研究

所）] 

 

（２）狂犬病の臨床診断に必要な教材開発に関する研究 

 獣医師および自治体の狂犬病予防員等による狂犬病の

疑われるイヌの臨床判断が容易とするために、狂犬病を

発症したイヌの臨床診断カルテの素案をタイの赤十字研

究所狂犬病診断部（QSMI）および狂犬病臨床研究会との

共同研究により作成した。現在、狂犬病診断部（QSMI）

とともに狂犬病を発症したイヌの症例映像記録を利用し

てカルテの妥当性について分析をおこなっている。[佐藤 

克（狂犬病臨床研究会）、Veera Tepsumethanon（QSMI）、

井上 智（獣医科学部）] 

 

（３）アジアの研究機関との連携におけるラボラトリー

ネットワークの強化に関する研究 

アジアの CDC 機能を持つ国立の研究機関等との連携

による狂犬病ウイルスの最新のゲノムデータベース構築

とこれを活用した分子疫学的解析手法の開発、新しい診

断法の開発を目的とした。 

 

a）狂犬病ウイルスの分子疫学に関する研究 

アジアで流行している狂犬病ウイルスの分子疫学的解

析をフルゲノムで可能とするために必要となる増幅プラ

イマーの設計とこのプライマーを利用した実験株

（CVS-11 株）と野外株（フィリピン由来株）のフルゲノ

ムシークエンスを行った。現在、委託研究を行っている

フィリピンの熱帯医学研究所（RITM）、ベトナムの国立

衛生疫学研究所（NIHE）、中国の疾病制御センター（China 

CDC）の狂犬病研究部とともにゲノムデータを利用した

診断用プライマーの設計、分子疫学データベース構築に

ついてラボラトリーネットワークの強化を行っている。

[井上 智、杉浦尚子、Boldbaatar Bazartseren、野口 章、

山田章雄（獣医科学部）、黒田 誠、関塚剛史（病原体ゲ

ノム解析研究センター）、Jun R.C. Orbina、Catalino 

Demetria、Daraia L. Manalo、Plebian Medina、Beatriz 

Quiambao（RITM）、Nguyen Thi Kieu Anh（NIHE）、Qing 

Tang（China CDC）］ 

 

b）狂犬病ウイルスの迅速抗原検出系に関する研究 
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狂犬病ウイルスの迅速抗原検出法「dRIT 法（a direct, 

rapid immunohistochemical test）」を、実験株（CVS11 株）

由来の組換えN蛋白をウサギに免疫して得られた抗N蛋

白 monospecific-polyclonal Abs（mpAbs）を利用して確立

した（mpAbs-dRIT 法）。検出用 mpAbs をビオチン標識後、

Streptavidin-PeroxidaseとAEC基質による発色系で狂犬病

ウイルス N 抗原の検出を行った。狂犬病ウイルス感染マ

ウス脳の塗沫標本を陽性検体として N 抗原の検出を

mpAbs-dRIT 法で行ったところ、市販の蛍光標識診断用

抗体と遜色なく抗原を検出できることが示された。なお、

mpAbs-dRIT 法の特異性等については、フィリピンの熱

帯医学研究所（RITM）狂犬病診断チームと連携して野外

での調査等を委託研究で行った。[朴 天鎬、小嶋大亮（北

里大学）、Beatriz Quiambao、Catalino Demetria（RITM）、

Boldbaatar Bazartseren、杉浦尚子、野口 章、井上 智（獣

医科学部）] 

 

c）狂犬病ウイルスの迅速遺伝子検出系に関する研究 

新しい迅速遺伝子検出法として「RT-LAMP 法（reverse 

transcription loop-mediated isothermal amplification）」を

CVS11 株（固定毒）とフィリピン由来 Kyoto 株（街上毒：

2006 年の輸入狂犬病症例）を利用して確立した。現在、

ベトナムの国立衛生疫学研究所（NIHE）と連携して野外

検体を利用した RT-LAMP 法の検出感度と特異性につい

て協同研究を進めている。[Boldbaatar Bazartseren、野口 

章、山田章雄、井上 智（獣医科学部）、Jun R.C. Orbina、

Catalino Demetria、Daraia L. Manalo、Beatriz Quiambao

（RITM）、Nguyen Thi Kieu Anh（NIHE）] 

 

（４）狂犬病の免疫グロブリンに関する研究 

我が国ではこれまでにRIGの生産も輸入も行われてい

ないため、免疫グロブリン（RIG: rabies immunoglobulin）

についての知見等が蓄積されていない。昨年と同様に

Aventis Behring 社から輸入した RIG の力価について、冷

蔵状態（4℃）で長期保存後の安定性を確認した。結果、

有効期限を３年経過した状態でもRIGの中和抗体価は昨

年と同様に製品表示の基準値と遜色のない力価が維持さ

れていることが示された。[野口 章、井上 智（獣医科

学部）、倉根一郎（ウイルス一部）] 

 

（５）ELISA を利用したイヌ血清中抗狂犬病ウイルス中

和抗体測定代替法の検討 

狂犬病ワクチン接種犬の中和抗体測定に生ウイルスを

使用しない安全で簡便な方法として ELISA を利用した

代替法の検討を行っている。現在、中和法（RFFIT）と

ELISA 法で高い相関が示されたが、陽性率で若干の差異

が認められたため感度と精度を高めるために試薬・反応

系の改良を行っている。[野口 章、加来義浩、奥谷晶子、

井上 智（獣医科学部）、松本尚美（鳥取県衛生環境研究

所）、小川知子（千葉県衛生研究所）] 

 

（６）狂犬病の診断法確立に関する研究 

より安価に特異抗体を生産可能な方法として、免疫グ

ロブリン VH 鎖、VL 鎖の抗原結合領域だけから構成され

る小型の抗体様分子である「single chain variable fragment 

(scFv)」を利用した狂犬病の抗原診断法の確立を試みた。

今回、狂犬病ウイルス（CVS-11）P 蛋白質に対する４種

類のヘテロなクローン「scFv」（No.19、38、80、115）の

作出に成功した。蛍光標識した 4 つのクローンはいずれ

も感染細胞中の狂犬病ウイルス（CVS-11）抗原に特異的

に反応することが確かめられた。作出した scFv の反応性

と特異性については検討の余地が残されているが、標識-

抗 RV-P scFv が狂犬病ウイルスの抗原検出系に利用でき

ることが示された。[加来 義浩、野口 章、井上 智（獣

医科学部）]  

 

（７）狂犬病野外ブラジル株を用いた In vivo 接種試験 

 狂犬病野外株の馴化のメカニズムを解明するために、

州立サンパウロ大学(ブラジル)の協力のもと、食虫コウ

モリおよび家畜（ウシ・ヒツジ）より分離された株をマ

ウス脳内で 4～11 代継代した。継代数の増加につれ潜伏

期間は短縮していく傾向を見せ、末梢感染後の死亡率も

上昇した。現在、継代前／継代後で見られた表現系の違

いがウイルスの遺伝子変異に基づくものかについてゲノ

ム解析等を行っている。[佐藤 豪、杉浦尚子、井上 智

（獣医科学部）、朴 天鎬、小嶋大亮（北里大学）、伊藤 

琢也、酒井 健夫（日本大学）、Ito H. Fumio（州立サン

パウロ大学）] 

 

（７）狂犬病対策システムの構築に向けて（提言） 

 日本学術会議生産農学委員会獣医学分科会の審議結

果を取りまとめて、狂犬病の予防や速やかな治療の実

現及び我が国への侵入の阻止のために以下を提言した。

（１） 厚生労働省及び農林水産省は、国外における発

生状況や流行様式の実態を正しく把握し、国民に向け

た正しい狂犬病の知識と予防法の普及・啓発を行うと

ともに、飼育犬に対するワクチン接種率の向上を図る。

（２） 厚生労働省及び地方自治体は、国内で狂犬病が

疑われた、もしくは発生した場合に備え、行政機関に

おける対応マニュアルの作成や検査システム、医療用

ワクチンの確保等の事前準備の充実を図る。（３） 動

物由来感染症である狂犬病の予防対策には、医学領域
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と獣医学領域の専門家及び行政の感染症担当者による

相互理解と連携が重要であることから、三者を含めた

情報交換システムを構築する。（４） 我が国における

リスク要因の適切かつ継続的な調査を実施するととも

に、発生源であるアジアを中心とする近隣諸国との連

携による国際的な狂犬病対策に関する共同研究を推進

する。[唐木英明、土井邦雄、赤堀文昭、西原眞杉、春

日文子、林 良博、矢野秀雄、廉澤 剛、汾陽光盛、喜

田 宏、佐々木伸雄、佐藤れえ子、高島郁夫、眞鍋 昇、

森 裕司、八神健一、山根義久、井上 智（日本学術会

議生産農学委員会獣医学分科会）] 

 

６. 炭疽に関する研究 

（１）MLVA 25 loci を利用した国内分離株の系統解析 

国内で動物とヒトから分離された炭疽菌 12 株を

MLVA25 カ所（染色体 23 ヶ所とプラスミド 2 ヶ所）に

ついてフラグメント解析を行った所、いずれもクラス

ターA3a と A3b に分類された。 [奥谷晶子、井上 智 

(獣医科学部)、関塚剛史、黒田誠 (病原体ゲノム解析

研究センター)] 

 

（２）国内分離株の病原性プラスミドの網羅的 SNP 解析 

B. anthracis BA103 株および BA104 株の病原性プラ

スミド（pXO1 と pXO2）の全塩基配列を決定してウ

ェブデータベース上の外国由来 17 菌株とともに網羅

的 SNP 抽出を行い、系統解析を行ったところ MLVA 25 

loci を利用した系統解析によるクラスター分類と一致

することが明らかとなった。[関塚剛史、黒田誠 (病

原体ゲノム解析研究センター)、奥谷晶子、井上智 (獣

医科学部)] 

 

（３）LAMP 法による炭疽菌遺伝子検出法の検討 

 山形県庄内食肉衛生検査所で、当部より分与した

抽出 DNA 溶液（B.anthracis10 株、B.cereus3 株、

B.thuringiensis3 株 B.subtilis1 株、Escherichia coli１

株）を利用してリアルタイム濁度検出装置

(LA-320C)を用いた LAMP 法による迅速炭疽菌検

査法の検討を行った。その結果、DNA 量 10ng/tube

で 30 分以内に濁度上昇が認められ既報（60 分）よ

りも迅速であり、検出感度は 1fg～10fg/tube で、制

限酵素処理による増幅産物の特異性確認も可能で

あった。現在、検査対象である臓器等での検出感度

について検討を行っている。[高杉幹男(山形県庄内

食肉衛生検査所)、池田陽子(山形県内陸食肉衛生検

査所)、奥谷晶子、井上智 (獣医科学部)] 

 

７. ヘニパウイルス感染症に関する研究 

（１）ニパウイルス（NiV）の抗原 capture ELISA の開発 

 近年、現行の診断用プライマーでは増幅できないヘニ

パウイルス株の出現が報告されている。そこで、ウイル

ス遺伝子のプライマー相当領域が変異した株でも検出で

きるよう、capture ELISA による抗原検出系の開発を行っ

た。昨年度までに作製した抗 NiV-F, G ウサギ抗血清から

IgG を精製して固相化用／検出用抗体として用いた。

NiV-F/G 発現シュードタイプをウイルス抗原として

capture ELISA を行った結果、検出限界は 1.3×103 

infectious unit であった。現在、BSL4 施設を有する豪州

家畜衛生研究所で感染性 NiV を使用した capture ELISA

との比較検討を計画している。 [加来義浩、野口 章、

奥谷晶子、山田章雄、井上 智] 

 

（２）ニパウイルス中和代替法の開発 

NiV、ヘンドラウイルス（HeV）抗体の血清スクリー

ニングには ELISA が行われているが、動物種によっては

非特異反応が確認されている。確定診断には感染性ウイ

ルスを用いた中和試験が望ましいが、BSL4 施設以外で

は実施できない。そこで、BSL2 以下での試験を可能と

するために、NiV-F, G 蛋白を発現した VSV シュードタイ

プ（感染細胞で蛍光蛋白質 GFP を発現する）を用いた中

和代替法の開発を行った。ヒト、ブタ、オオコウモリ、

ウマ、ネコ、ウサギの NiV 感染／免疫血清に対して、上

記シュードタイプによる中和試験を行い、現行の感染性

ウイルスによる中和試験と反応性を比較した結果、現行

法よりも高感度に中和抗体を検出できた。[加来義浩、野

口 章、奥谷晶子、山田章雄、井上 智] 

 

行政検査および関連の問い合わせ 

 

レファレンス関連マテリアルの分与等 

・狂犬病ウイルス検査の陽性対照品 

平成 20 年 6 月（神奈川県衛生研究所）：陽性対照 RNA、

サイズマーカー、N タンパク発現固定細胞 

 

・炭疽菌検出の陽性対照品 

 平成 20 年 6 月：福島衛生研究所、陽性対照遺伝子（抽

出ゲノム DNA 、 PCR 増幅遺伝子（ pGEM-Pac1 、

pGEM-CAPc3）） 

 平成 21 年 2 月：さいたま市健康科学研究センター、

PCR 増幅遺伝子（cap と pag 遺伝子の全長） 

 

電話対応 

・狂犬病に関する問い合わせ 
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一 般： 5 件（咬傷被害への対応等） 

医 師： 2 件（咬傷被害への対応等） 

自治体： 2 件（咬傷被害への対応等） 

取材等： 3 件（資料提供等） 

 

・炭疽に関する問い合わせ 

自治体： 1 件（検査法） 

 
８．野兎病に関する研究 
（１）野鼠における野兎病菌の保有調査 

環境中の野兎病菌の存在様式の解明を目的に、野兎病

罹患ノウサギが発見された地点を中心に約 1km 以内に

生息する野鼠を捕獲し野兎病菌の有無を調査した。ハタ

ネズミ 31、アカネズミ 13、ヒメネズミ 9、ヒミズ 3 お

よびトガリネズミ 1 の計 57 匹が捕獲された。それら動

物から血液、脾臓、肝臓および外部寄生虫（ダニ、ノミ、

ツツガムシ）を採取した。野兎病菌に対する抗体の検出

を試みたが陽性検体は認められなかった。脾臓、肝臓な

らびに外部寄生虫について野兎病菌の特異的遺伝子の増

幅は認められず、菌分離もされなかった。これより当地

域が野兎病菌に重度に汚染されている事実はないと考え

られた。 
〔堀田明豊、藤田 修、宇田明彦、山本美江、棚林 清〕 
 
（２）自然界における野兎病菌の維持様式に関する研究 
野兎病菌は自然界において野生げっ歯類やノウサギなど

と吸血性節足動物間で維持されていると考えられている

が、現実的にこれらが巡り会う機会は非常に少ない。今

回我々は、自然界における野兎病の維持様式を調べるた

め、野兎病に自然感染し斃死した野生ノウサギが発見さ

れた牧野において様々な自然環境材料を採取し、これら

から抽出した DNA について野兎病菌ゲノムの検出を試

みた。その結果、牧野に点在する池の水より分離培養し

たアメーバ種、斃死ノウサギが発見された場所付近の土

壌、そしてダニの一部より特異的遺伝子もしくは類似菌

の DNA が検出された。しかし、野兎病菌の分離はでき

ず、さらに調査が必要と考えられる。 
〔藤田 修、堀田明豊、宇田明彦、山本美恵、棚林 清〕 
 
 
（３）斃死ノウサギの剖検および野兎病菌分離 

秋田県内で発見された斃死ノウサギを剖検した。脾臓

に多数の針頭大の白点が認められた以外、肉眼的に著変

は認められなかった。脾臓、肝臓、肺および腎臓から野

兎病菌特異的遺伝子断片が、また蛍光抗体法により野兎

病菌抗原が検出された。これら臓器から微小灰白色コロ

ニーが分離され、野兎病菌と同定された。脾臓、肝臓、

肺で 10７〜8/g、腎臓で 5×104/g の菌が検出された。これ

より自然感染ノウサギにおける病理像が確認でき、新規

の野兎病菌株（NVF1）を確立できた。また斃死ノウサ

ギ材料において当研究室の野兎病検査法が有効であるこ

とが示された。一方当地域で近年捕獲された健常ノウサ

ギの 56 羽の血清抗体、脾臓、肝臓、体表付着ダニにつ

いて検査したがいずれからも異常は認められなかった。 
〔堀田明豊、藤田修、山本美江、宇田晶彦、棚林清〕 
 
（４）野兎病患者血清中抗体価の推移 

同一時に感染したと考えられる野兎病患者 2 名（患者

A、B）の血清抗体価を経時的に測定した。患者 A は 8
日目に発症し、野兎病のチフス型と診断された。患者 B
は無症状で抗体価の上昇のみ認められた。両者から計 5
回（推定感染源との接触後 23 日、30 日、37 日、67 日、

192 日目）採血し、それぞれの抗体価を測定した。微量

凝集反応試験にて、患者 A は 40、160、160、80、40 倍

と、患者 B は 40、160、160，160、40 倍と、推移した。

これにより、野兎病患者は発症の有無に関わらず感染後

1 ヶ月後から 2 ヶ月程高い抗体価が維持され、また 6 ヶ

月程で低下することがあると示された。 
〔堀田明豊、藤田修、山本美江、宇田晶彦、棚林清〕 
 
（５）市販と自家製のチョコレート寒天培地における

Francisella 属菌の増殖性の比較 
Francisella 属菌 Yama、Schu、LVS、38 および U112

菌液について自家調製の緬羊脱線血加 Eugon チョコレ

ート寒天培地と BBL 社チョコレート（II）寒天培地にお

ける菌数を比較した。Schu および U112 の CFU は市販

培地で自家製培地の 2 倍程多い傾向があった。他 3 株で

は自家製培地が 1.2 倍程多かった。自家製培地における

Schu の菌数は培養 3 日後と 6 日後の測定で 102 の差が

あったが市販培地では培養 3 日後から大きな変化はなか

った。これら寒天培地間では野兎病菌の増殖性は培養 6
日後では著しい差は無く、菌分離の成績には差は少ない

と考えられた。また市販のチョコレート寒天培地は培養

3 日からの安定した CFU 測定に有用と考えられた。 
〔堀田明豊、藤田修、山本美江、宇田晶彦、棚林清〕 
 
９．鳥インフルエンザに関する研究 
（１）鳥インフルエンザウイルスゲノムの高感度検出法

の比較検討 
高病原性鳥インフルエンザの検査においてウイルスゲ

ノム検出法として WHO の推奨する 2 種類の RT-PCR 法

と 3 種類のリアルタイム RT-PCR 法で 5 株のインフルエ
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ン ザ ウ イ ル ス 株 〔 WSN(H1N1) 、 PR8(H1N1) 、

A/Mallard/Miyazaki/MZ5/2007(H1N3)、A/duck/Hyogo 
/35/01(H5N１)、A/Blowfly /Kyoto/I93/2004(H5N1)〕と

の反応性や検出感度並びに操作性の検討を行った。鳥由

来インフルエンザウイルス RNA の検出ではいずれも感

度については良好な結果がえられたが所要時間について

はリアルタイム RT-PCR 法が短く、作業量も少ない事が

わかった。 
〔山本美江、宇田晶彦、堀田明豊、藤田修、棚林清〕 
 
その他 
網羅的病原体検出法に関する研究 
（１）網羅的病原体マイクロアレイによる廃棄された牛

および豚臓器に含まれる病原体の検出 
食肉処理場で廃棄された牛および豚臓器に含まれる病原

体を調査する為に、自作病原体検出用マイクロアレイを

用いて網羅的病原体同定を行った。採取した 32 検体は、

ホモジネートした後、SepaGene にて核酸抽出し、

Alexa546 で蛍光標識した。これらの標識核酸を病原体

検出用マイクロアレイと一晩ハイブリダイゼーションを

行い、洗浄後、マイクロアレイスキャナーで病原体プロ

ーブと相補したサンプル核酸の蛍光強度を読み取った。

この結果、2 検体から放線菌ゲノムの陽性反応が検出さ

れた。同様に、この 2 検体は PCR でも陽性反応が確認

され、一部の臓器には放線菌由来核酸が含まれている可

能性が示唆された。 
〔宇田晶彦、藤田修、堀田明豊、山本美江、棚林清〕 
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所。2008 年 10 月 30 日、東京都 
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年 2 月 7 日、宮崎市、宮崎県 

19）棚林 清。霊長類(non-human primates)を介して

感染する疾病について。平成 20 年度予防衛生協会バイ

オセーフティ講習会。医薬基盤研究所霊長類医科学研究
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20）棚林 清。動物由来感染症について。平成 20 年度
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京 
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での結果と今後にむけて― 
秋田由利連合猟友会研修会。2009 年 3 月 7 日 由利本荘

市 
 
研修実績 

1) 平成 21 年 2 月～(4 月) 

海外からの短期研究生の受け入れ 

研修生：1 名、Kurukshetra University, Haryana, India

より 

担当教官：今岡浩一 

研修内容：ブルセラ属菌の取扱と検出法について 

 

 
 

 


